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音声付電子てんびん、音声付電流計を活用した生徒実験を報告します。

実験器具

音声付直流電流計＊１、音声付電子てんびん＊２、直流電源装置（電圧を１.５ V、
３ V、６ V、１２ V の ボタンで操作できるもの）＊３、すべり抵抗器（可変抵抗）

＊４、銅板２枚、電解用セル（リトマス試験紙の空き容器を下敷きに貼り付けたもの）

＊５、ネット（銅板と同じ大きさ）、導線、試験管、試験管立て、ビーカー、豆腐パ

ック、電解液（結晶硫酸銅２２５ｇ、濃硫酸３０ｇ、濃塩酸１ｇに水を加えて１ L
にする）、メタノール、純水

実験方法

１．すべり抵抗器の仕組みを理解し、直列につなぎ、電流を大きくしたいとき、つま

り抵抗値を小さくするには、どう動かせば良いかを考える。

２．電源装置、電流計、すべり抵抗器、電解用セルに入れた銅板をつないで、回路を

確認する。

まず、電源装置の＋端子と電流計の＋端子をつなぐ。電源装置の－端子と陰極に

なる銅板をつなぐ。電流計の－端子と陽極になる銅板の間にすべり抵抗器を直列に

つなぐ。

３．銅板を取り出して、電子天秤で質量を量る。

４．電解用セルに電解液を２０ｍ L 入れる。（１６.５ｍｍの試験管に２０ｍＬ入れ
て、試験管立てに立て配置しておく。）

５．銅板を２のようにつなぐ。２枚の銅板が接触しないように間にネットを入れる。

６．１２Ｖにしてスイッチを入れ、電流値を読み上げ、１.００Ａになるように調整
する。スイッチと同時に１６分５秒のタイマーをセットする。

７．時々電流値を読み上げながら、１.００Ａを保つように抵抗器で調節する。
８．１６分５秒（９６５秒）たったら、電源を切り銅板を取り出す。

ビーカーに入れた水につけ、電解液を洗う。

豆腐パックに入れたメタノールにつけ取り出し、ろ紙上に置く。

これらの作業は銅板の表面を触らないように、静かに行う。

９．５分ほどして銅板が乾いたら、質量を量る。

10．理論値は０．３１８ｇの増減
１Ａ×９６５ｓ＝９６５Ｃ＝１０－２Ｆ（１Ｆ＝９.６５×１０４Ｃ）
６３.５×１０－２×１／２＝０.３１８（Ｃｕの原子量を６３.５とする。）



11．生徒徒実験の結果（生徒はＡ、Ｂの２名）
Ａ Ｂ

１回目（ｇ）２回目（ｇ）１回目（ｇ）２回目（ｇ）

陰極 前 １７．９８ １９．２３ １７．５８ １８．０１

後 １８．３１ １９．５５ １７．９２ １８．３３

変化量 ＋０．３３ ＋０．３２ ＋０．３４ ＋０．３２

陽極 前 １７．９１ １７．７７ １７．６８ １７．６３

後 １７．５７ １７．４７ １７．３８ １７．３０

変化量 －０．３４ －０．３０ －０．３０ －０．３３

計算を終えた生徒たちは、実験結果に満足している様子であった。

写真 使用器具＊１～＊５と実験を楽しむ二人の生徒の様子

＊１ 電流計 ＊２ てんびん ＊３ 電源装置

＊４ すべり抵抗器 ＊５ 電解セル

現在売られているものは、写真上だが、下の

方が生徒が触って仕組みを理解しやすい。

実験を楽しむ生徒の様子


